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誌　名　変　更　の　お　知　ら　せ
1978年11月創刊以来Na9 (1981年7月)まで"Library News"という誌名のもとに親まれてきた
本誌は、本号(NqIO)よりその誌名を「さざなみ」と変更しますOただし号数はそのまま継続します。 'i
「さざなみ」は、古くは「ささなみ」といい、琵琶湖西南の穏やかな湖水を称したものが、近江の
tr
別称、枕詞として用いられました( r角川日本地名大辞典25J ) 。柿本人麻呂も「さざなみの志賀の　至
☆
大わだ淀むとも昔の人にまたも逢はめやも」 (万葉集巻第　蝣31)と詠んでいます。　　　　　　　　ま
☆
滋賀の歴史に根ざし、しかも未来に向かってすすむユニ-クな館報づくりをめざしたいと思います。蓋
☆
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An Essay from our Library Patron
A Propos de Biblioth色ques
by Onteniente Brigitte
lst Dept. of Anatomy,
Shiga University of
Medical Science.
Really a hard Job. Writing a comparative essay about libraries or neuroscience
is quite impossible considering that there is no difference at all between them in France and
Japan. Research is fortunately universal, so that one of the places you feel really at home in a
foreign country is precisely a university s library, thanks to English language.
Meanwhile, the actual conception and development of such libraries is the result
of a fifty centuries'conquer led by books and arts'lovers. The history of libraries began in
Mesopotamia, where the first statements were carved on守ired clay. Without didactic function,
they were at that time only a way to preserve memories. In France, the idea of using them
as a teaching tool raised at first in monasteries, tuition being restricted to monks who
patiently copied out the first existing books. The monastic monopoly of libraries, in relation to
the power of the Church in Europe, allowed to collect these precious documents and to preserve
them from destruction such as the barbarian invasions of the 4th century. But after the 13th
century the religious importance went decreasing and the development of the big universities
introduced a new concept about book s usefulness. The need to communicate knowledge to an
increasing number of students called forth the idea of free access to libraries. In spite of it, it
took 400 years more to realise it, and only during the 16th century the Mazarine library (the
most important in Europe) have been officialy opened to people, followed one century later by
the Royal library of Louis the 14th : two days a week to scholars and scientists and three hours
to.ordinary public. The generous idea carried by the French Revolution, sweeping all the
privileges, raised numerous problems. A considerable number of books confiscated from private
libraries accumulated in municipalities, resulting in many loss and squandering. After a long
period of indexation, sorting and distribution, in parallel with the creation of thousands of new
libraries divided in specialized fields ( politics, arts, sciences, litterature... ) the now-a-days
structure have slowly been elaborated.
This gradual and difficult progression resulted at last m the triumph of the idea
about which so many people dreamed : oppose the cult of communication to that of conservation,
in order to help everyone in reaching the most complete knowledge in any field.
(注)このエッセイについては8頁の解説をご覧下さい。また写真は、大英博物館蔵のアッシュ-ル
バニパルの像。古代メソポタミアのアッシリア王で、首都ニネヴェの王宮内図書館にシュメル語、
アッカド語の古文献を収集せしめた。 (編集部)
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教室めくり〔1〕
～歯科口腔外科～
1.はじめに　-歯学の特殊性
歯科口腔外科を紹介するに当っては,先づ歯
学,口腔外科学の特殊性について説明しておか
ねばならない。歯学とは歯,口腔,顎の疾患,
奇形,外傷を予防し,珍断し,治療すること,
および失われた歯やそれに関連する組織を補綴
了「　することに関する学問と技術であると定義され
ている。口腔内の疾患を考える時,その雁患頻
度の高さから,直ぐに思い当る疾患は歯牙う蝕
症(むし歯)と,いわゆる歯槽膿漏症といわれ
る崩壊性歯周織炎といった歯牙および歯牙支持
組織疾患,およびこれらの疾患の結果としての
歯牙欠損であろう。もちろんこの他に,種々の
先天性,後天性の形成異常,歯列不正,各種歴
痛,口内炎,口腔,顎,顔面の外傷といったも
佐　藤　　　匠
のがあるが,これら疾患の頻度は前二者に比べ
ればはるかに少ない。歯科の二大疾患といわれ
るう蝕症の日本人有病者率は,昭和50年の調査
で97. 2 :　歯牙支持組織では成人で強度の歯
肉炎,崩壊性歯周疾患を有するものが35-40
%に達している。それにもかかわらず歯牙疾患
は生命の危機感がなく,あまりにも普遍的な疾
患であり,経過も長いことが多いので現実には
放置され勝ちである。しかし歯牙疾患,特にう
蝕症の最も特徴的なことは.自然治癒がないこと
であり,崩壊した歯質や欠損した歯牙は決して
再生しないので,これらの欠損は人工的に補填,
修復されなければならない。これが独得の歯科
補綴である。補綴は単なる形態学的修復にとど
まらず,撮食,岨喝はもちろん,構音を改善し,
A Prdpos de Biblioth占quesく≪解説≫
著者のブリジットさんは日仏交換研究者として現在本学の解剖学第-講座で研究をされ
ている若いお嬢さんです。
編集委員会では,当初,本学囲書館の印象または日本とフランスにおける神経科学につ
いて,短いエッセイを書いていただこうと思いましたが,どうもむずかしいことをお願い
してしまったようです。
標題は「図書館について」です。ヨーロッパ,ことにフランスの図書館の歴史を簡潔に
紹介していただきました。
古代メソポタミア,中世の教会時代, 13世紀以降の大学の発達, 18世紀のフランス革命
を経て現代にいたる図書館の発展過程が要領よく述べられていますっ図書館の発展過程-
それは人間の自由の発展過程と軌を一にするものです。
神経科学の研究者が図書館についても深い理解を持っておられることに.図書館員一同,
感心しています。　(編集部)
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また,審美的要求も満たさねばならない。こ
の様なことから,歯学は医学の一分科に属する
ようであるが,単なる生物学的な医学要素だけ
でなく,理工学的要素,美学的要素も大きくと
り入れて成り立つ独立した学問体系を有し,覗
実に歯科医師の教育や歯科医業は,医師の教育
や業務とは分離して発達して来ている。 55年12
月現在のわが国の医師数15万6千余人に対し,
狭い口腔領域の疾患のみに携る歯科医師数が5
万3千余人に達するというのは,いかに歯牙疾
患治療の需要が多く,その修復にenergyを,
要するかの一つの証拠とみて差仕えない。歯学
部・歯科大学では,基礎医学教育の上に,理工
学,材料学,保存・治療学(歯内療法学,歯周
病学などに分けることもある),補綴学,矯正
歯科学,小児歯科学,それに口腔外科学といっ
た特殊な専門学科がある。口腔外科学は歯学の
-分科であるが,もちろん外科学の一分野であ
る。しかし口腔を構成する硬軟各組織と,口腔
の機能に密接に関連する周囲組織臓器疾患の診
断治療に際しては,前述の歯科的知識,技術を
必要とする分野が少くないので,歯学教育や口
腔外科臨床が独自の分化,発達をしているわが
国などでは,この領域は歯科からも広く分担し
て,いわゆる学際領域になっている。
2.本学における歯科口腔外科の役割
本学の歯科口腔外科は,附属病院の-診療科
として存在するので,スタッフ,設備は極めて
限られている。そのため,歯科の全域を網羅す
ることは出来ないが,医学部教育,附属病院診
療にあたっては,これに最も関係の深い口腔外
科に主力をおきながら,新しい歯学と歯科医療
の成果をふまえて参加し,医師になる学生諸君
にも現代の歯学を紹介することに努めている。
一方広い医学,医療の進歩を背景とした歯学研
究,歯科医療の充実を使命としているので,歯
科口腔外科という標傍科名となっているものと
自覚している。
3.現在の研究課題
当科の現在の主たる研究課題は,臨床では顎
裂患者児の顎発育,構音改善に関係の深い矯正
歯科学的研究や　Sj bgren症候群など全身的
疾患を背景とした唾液腺疾患と口腔乾燥症の研
究であるが,同じく全身との関連においての口
腔粘膜疾患の診断と治療,顎顔面形成異常や岐
合不全改善のための顎形成外科についての,検
討を進めている。 .
基礎的研究では,歯科最大疾患たるう蝕症の
病因に関し,その起因菌としての歯垢細菌,と
くにSt. mutansの歯牙表面への附着機構につ
いての物理,化学的研究,それの歯垢中のglu-
cosyl transferaseなどの酸素の動態につ
いての研究,また,う蝕症予防の重要な手段と
して利用されるフツ化物についての基礎的研究
として,生体におけるフツ化物代謝に関する研
究を主要課題としている。
(歯科口腔外科・教授)
(注)　中見出は編集部でつけました。
M V
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外国雑誌の見直しについて
肝余曲折の末131タイトル購入カット
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Ei　一体,大方の医人・医学徒諸氏の雫により
一堂に取揃えた多くの資料が書架より消失する
とすれば,それを研究の重要なメディアとして
来た者にとっては間違いなく深刻な事態である
に違いない。ところが,これが遺憾乍現実のこ
ととなったのである。外国雑誌購読の見直しで
ある。
Cii　抑,その因となったのは, 1)緊縮財政に
臨んで図書館運営が円滑に運ばないと予想され
ること。 2)外国学術雑誌の値上りが著しく予
算的に対応出来なくなったこと。更に3)学年
進行も終り,質への転換が迫って来たことと合
わせ雑誌も総体的に見直し・入換えの時期に差
しかかっていることが掲げられる。
今回の見直しは3)については,見合わすこ
ととなり, 1)と2)が決定的な理由となったの
であるo
Ei　見直しに先だち,次のような基本的な事項
を設定,確認した。
1)雑誌購入費は値上り等を見込み昭和56年
度支出予定総額の71 %相当を目標とする。
2)各講座当,要請により設定予算額を蝶出
朝から見て平均化し,相当額のタイトルを選定
依頼する。
3)医科大学として必須誌(所謂コア一誌)
を極力組入れ選定する。
大はこれを前提とし,見直し作業に入ったの
である。その過程をみると,先ず第1段階とし
てアンケートリストの配布,集計,第2にコア
-相当誌の選定,ついで第3に講座専門誌の選
定,そして第4に最終調整,といった諸段階を
経た。然し,それらは決して予定通り捗った訳
ではない。特に第1から第2に至る間には屡々
貯余曲折を余儀無くされ,それは筆舌に尽し難
く誠に複雑精妙を極めた。
その過程で明となったのは, 1)予算を講座
毎に平均化するとはいえ,特に基礎医学分野取
分け生化学,生理学,解剖学,病理学,又臨床
医学分野では内科学等はタイトルの絶対数が多
い, 2)主題により出版点数そのものに多少の
差がある,更に3)講座専門誌の中で非常に高
価なものがある,等々の事実であった。
Ei　視て見直し作業の後半では,第3段階に係
るアンケートで得られた講座専門誌のデータを
基に,今度は文字通りマニュアル調整に入った.
そしてその試案は予算的にも,講座からみても,
又コア一誌収集の側面からみてもかなり肯首出
来るものとなっていた。然し,にも拘らず,審
議に審議を重ねた結果,全講座の要請に応える
には尚一抹の不安を呈するとの由,結局オラン
ダの世界的二次資料Excerpta Medi caを全
点取止め,その代わりに講座専門誌リスト中か
ら若干の専門誌を組入れることとなったのであ
る。そして更に調整を加え,2ァ96に当る131タ
イトルが中止となった。
Ej　若干,前半が長くなったがここで一二の反
省と問題点を掲げ,今後検討するの縁(よすが)
としたい。第1は,当初より混乱の様相を呈し
た事由として,アンケート回答に臨み図書館と
講座との何れに視点を据えて選定すべきか不明
確な印象を与えたことと,見直しということの
概念規定が明とされなかったこと,第2に,予
算使途の在るべき主旨について全学的な統一見
解がなされていないこと,更に第3として,今
級,学の内外の協力態勢の在り方等々が掲げら
れよう。,
第1については,アンケート回答要領に,又
見直しについては別途主旨説明で,各々明記さ
れて来たところである。
第2については,元来図書館は全ての利用者
の多様な要求に対し等価的に出来る限り応える
ため,一元的かつ有機的に機能していかねばな
らぬが,そのためには,多くの講座,主題に係
る所謂共通誌と二次資料,そして当然に個々の
研究者のニーズを満足せしむる専門誌を,各々
バランスよく収集することにあろう。
それを達成する上でも図書館に配布される予
算は図書館機能を十分に発揮し得るよう使途さ
れるべきである。
ここで特筆したいことは,研究者のニーズは
研究分野により微視的かつ高度に専門的要素の
濃いものが多い訳であるが,それに100^応え
るに足る資料の収集整備は最早-館のみでは不
可能であるという事実の認識である。
第3については,一つはやはり医学系外国雑
誌収集の所謂拠点館への期待である。然し,目
下のところ利用メディアの革命児が登場しない
限り尚幾多の難点がある。他方,医学の分野に
於いては先んじて互恵互助に基く相互協力体制
が全国的に敷かれているが,今後この体制に参
画,即応し切る迫力が薄れまいかと憂慮してい
る。これら渦中に放出された館員は,時間と距
離とに拘らず遍く自らその使命を果すことに苗
かであってはならない。
Ei　兎角,一つの結論に達した。見直し作業は
それ自身難を極めたが,それは翻って爾来密度
の高い選定がなされていたことを実証する。こ
こに至る迄の期間はこの7月2日より10月14日
の4か月,アンケートは延3回,委員会は実に
6回に及んだ(通常の2年分に相当)。この間,
委員会委員,取分け館員は一体となって,迫り
来る予約のタイムリミットに対し冷酷に過行く
時間と競わねばならなかったことを改めてここ
に銘記しておきたい(56.ll.16.稿文責・久野)
〔追記〕　尚,ことの詳細については,いづれ
別稿を予定してし,-るo
i望Hi's芦:;:>;;;:宗芦iiiiiii:弓亭;品馬芹niS^Viiiiiii'胃芦iliilことばア・ラ・カルト絹亭;ii品i^^i品　　等芋品;-　iiii>弓亭
cs> .parthenon
パルテノンといえば,その昔アクロポリスの
丘に建つ古代アテナイのアテナ・パルテノスの
神殿のことO　もともとギリシア語のParthen-
¥¥　os (napdevos- virgin)から由来したが,
その殿堂に象牙を刻した聖なる女神像を安置し
i≒　たところからその名が付いたものだろうo因に・
!事　このvirgin,英語にもParthen。l。gy (処
ii　女病学) , Parthenophobia (処女恐怖症) I
つい先頃マウスで証した独語のPar仙enoge- lI
nese (単為生殖)又は羅語のParthenium
(尼院)などに及ぶ。兎角,このパルテノスは　童
今日,神聖な意味をもって響いてくることは確　j
かであろう。ところで,独語のParthenonは
何故か男性名詞である。勿論,普通はJung-
frauが用いられる。　(久)
LnimiiA▲.州=I.Mh▲.・Milling*hlllllll.一一・蝣蝣tilllll-h▲　　　　Ll=Ml.^MI-lH　　-.蝣until,A▲..iiinii.^k▲h蝣Illllll一h一蝣IlllliH一*4b..1!lllli.A一-州　　　L　　-hJL,1111111,一--".-.-.-+IIflfIJI+JILH lf+OIfIOl011+ IIIIIH+lp"QpQt+HltHltl+ IHHH+IIIIIllI+ tHJIJ+ +IIIIIIIII+I-lIの.-----""-"- .--"--I"-1-1.-Ill-lHI+llllllllI-
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地域の医療を考える〔り
滋賀県内医療の現状・課題・動向・
饗　庭　　　昭
医学を社会に適用するとき「医療」と呼ばれ
ますが,地域社会において,疾病の治療,リハ
ビリテーション,予防,健康増進まで含めると
包括医療と呼ぶことが出来ます。又,この「医
療」の分野と一部重複しながら「保健」と「福
(r)　祉」の分野があります.
地域の保健医療計画が策定され,その実施が
推進されていることは世界的傾向であり,滋賀
県でも昭和53年に同様報告がなされ,滋賀医大
の佐々木教授も参画しておられます。これは,
人口構成及び動態,疾病構造の変化,文化や産
業の発展に伴う社会情勢の変化に対応して必要
となったものと思われます。
編集部から大きなテーマを頂きましたが,紙
面にも限りがありますので,特に標題に関わる
ものの中で特色のあるものについて考えてみた
いと思います。
町1・医療担当者及び医療機関
滋賀県の人口は,昭和53年末で1,031,881人
で,国民総人口115,174,112人の0.9:に相当
します。医師数は983人で人口10万人当り95
人(全図平均124A^10万)・就業看護婦数は,
3,317人で人口10万人当り321人(全国平均
375人40万)であり,それぞれ全国平均より
少ないのが塊状です.又,病醍数,診療所数も
全国平均より少ないことが報告されています。
このように医療担当者数及び医療機関数ともに
全国より低いのですが,一部の都市地域では既
に医師の過剰と思われる状態があり、一方,眼
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料,耳鼻科等では絶対数が不足しています。
尚,病院と診療所の守備範囲は,他の府県と
同じく明確には分離していませんが,両者の連
繋は可なり旨くいっていると思いますD
2.疾病の　特徴
滋賀県の死亡を原因別にみてみますと,昭和
53年において,第1位は脳血管障害で1,688人,
第2位はがん1,461人.第3位が心臓疾患1,324
人で,総死亡者数7,022人に対し,それぞれ,
24.0^, 20.8^,及び18.9&に達し,その3
者だけで63.7:を占めています0-これらの疾患
対策は,今後の重要な課題でしよう。
3.救・急　医　療
昭和54年8月1日から,全国にさきがけて全
県を一丸とした救急医療情報システムが完成し,
県医師会会館1階にあるセンターを中心とし,
37の病院, 420の診療所, 11の消防本部及び
1つの血液センターを電話回線で結び,情報は
コンピューターで処理され,必要に応じて,即
座に情報が得られます。課題は一次救急よりも,
二次救急の受入れ体制を更に充実させる必要が
あることです。
4.学　校　保　健
学校保健の面では,全体としてその水準は全
国的にみても高く,例えば,心疾患,溶連菌感
染症,川崎病,脊柱側轡症,精神発達,障薯児
対策等では可成りの成果を挙げておりますが,
眼科における屈折異常,耳鼻科の聴力障害の対
策,精神衛生,性教育,非行,暴力等々に多く
の問題を抱え,対策の進歩が望まれています。
5.公　衆　衛　生
この分野では,いわゆる成人病対策が熱心に
行われておりますけれども,各種の検診の成果
を統一的に活用し,組織だった対策を講ずるの
には今一歩という感じです。この点,県立成人
病センターを中心に,各保健所,医師会,市町
村,農協その他の団体が努力していますが,更
に一層の奮起が望まれます.
産業医学の発達を背景にした産業保健でも,
滋賀県は可なり進んだ段階にあるとはいえます
が,大企業は別として,中・小企業或は家内工
業的規模にあっては,定期健康珍断と特殊健康
診断の実施及びその事后措置に尚,一層の努力
が必要であろうと思います。
最后に県内の医療の今后の動向について一言
述べますと,包括医療のすべての面において,
全関係者が,極めて真面目に,真剣に取組んで
いるのが,滋賀県における大きな特色といえま
しょう。県民の健康と福祉の向上を共通の願い
として,私達,医療担当者は,県民,行政と協
力しつゝ,、目的達成に努力している所ですO
(滋賀県医師会学術部担当理事)
滋賀医科大学古書目録の作成を終えて
彦根市の河村家,ならびに近江八幡市の安倍
家より,本学附属図書館に寄贈された,古い漢
書,医書の目録が完成し,関係方面へ配布され
たのはつい先日のことである。ここに完成まで
.の経過を簡単に報告申しあげる。
目録作成のためにワーキング・グループが,
図書館職員数名に教官として井戸教授,石黒諸
節,友吉の3名が参加して構成され,まず分類
・整理カードの様式を討議したのち,これを決
めた。カードができると,その記入作業が始ま
った。図書館職点のなかの文学部史学科出身者
を中心に,ほぼ円滑に進行したが,日常業務と
平行しての仕事であるのと,点数もかなり多い
ので,予想以上の日数を要した。
古書目録をつくるとき困ったことの一つは,
現在用いられていないような,複雑な漢字が書
名や人名に数多く現われることである。もちろ
ん既存の活字はないから,あらたに鋳造しなけ
友　吉　唯　夫
ればならない。いきおい,ゲラの校正にさいし
ても多くの訂正個所がみつかり,校了のゲラに
もかなりの朱を入れる始末であった。
50ページたらずの古書目録ではあるが,単な
る所蔵目録であるにとどまらず,医学史の資料
として見ているとはなはだ興味深い。よくこれ
だけのものが,ど両家によって保存されてきた
ものである。そのこと自体が,すでに歴史的に
興味がある。そういうものが散逸してしまって
いる家系とのちがいはどこにあるのかというこ
とである。
本目録は, 1,000部作成し,学内のはか,全
国国立大学図書館,全国大学医学図書館,県内
公共図書館と主要病院図書館,文部省,医史学
会関係などに配布した。あらためて,河村家と
安倍家より賜わったご芳志に対し,厚くお礼申
しあげる。
(図書館長・泌尿器科学・教授)
(本目録をど希望の方は図書館までお申し出下さい。 )
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千金翼方(孫思遜著,宋・林億校正,明・王肯
堂重校.翻刻板,巻3-30, 27冊,守一堂文庫)
本書は,唐時代の代表的な医学全書・ 「千金
要方」の姉妹書で,同じ著者によって「要方」
に遅れる事30年,開曜元年(681年)に完成さ
れた。 「翼方」の名が示す通り, 「要方」の構
造である。岡西為人博士の考証によると, 「要
方」が六朝から漢時代にかけて流布した医家の
経験方を主体としているのに対し, 「里方」は
当時の風潮を反映して道家の論・方を多く取り
入れている。著者の自序によると,千金という
書題は「人の生命は千金より重い」という事か
らそう名付けられた。
著者の孫恩過は,開皇元年(581年,推定)
京兆の草原(険西省曜県の東南)に生れた。幼
少の頃から聖童といわれ,若くして老荘・百家
の説を談じ,仏典をも好んだといわれている。
投したのは永淳元年(682年),時に101歳で
望^SSH
「要方」が我国にもたらされたのはかなり古
く,平安時代の寛平2年(890年)藤原佐世が
宇多天皇の勅を受けて当時の宮中に伝世する書
籍を撰述した「日本国見在書目録」に「千金方
三十一,孫子遜撰」とある。しかし, 「翼方」
は「日本国見在書目録」にも,また天元5年,
(982年)丹波康頼が撰述した「医心方」にも
その名を見ないので,本書が我国に輸入された
のは鎌倉時代の事と考えられるO
本学所蔵の「糞方」は惜しくも巻-とこを欠
いているが,宋の林億および明の王肯堂が校勘
した明の万暦33年刊本を,更に本邦で翻刻した
明和7年(1770年)刊本と思われる。
外台秘要方(王燕著,宋・林債校正.明・程街
道重校.全40巻. 31冊,守一堂文庫)
本書は, 「千金糞方」が成ってから71年後の
天宝11年(752年)鄭郡の大字・王勲が当時伝
来の名方を集めて編纂した医学全書である。自
序によると,王熟ま生来病弱であった為,長じ
て医に興味を持ち,名医といわれる多くの人達
から医道を学んだ。また,宮に身を置いていた20
年以上の間に,弘文館(国家の図書館)の医香を
渉猟し,諸家の名方を身につけたと述べている。
本書が我国にもたらされたのは平安時代の事
で,前述の「医心方」には本書が頻々引用され
ている。其の後,本邦解屍の草分けといわれる
山脇東洋が本書の重要性に気付き,延享3年,
(1686年)校刊している。山脇本は校刊される
や間もなく幕府の許すを受けて本家の中国へ送
られた。当時の構図で用いられていたのは明の
程街道校正本であったが,山脇本の方が程本よ
りも秀れているという事で,同治13年(1876年)
広東の翰墨園から山脇本が出された。しかし本
家としての誇りがあるためか,東洋はじめ我国
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の人の序文はことごとく取り去られて発刊され
た。其の後も中国では山脇本による本書が垂刊
されているが,本邦人の序文はいずれも撤去さ
れたまゝである。
本学が所載する「外台秘要方」は,明の崇禎
13年,程街道が校正した校本を,明末に重刊し
た「明末経余居刊本」である。板心の下方に,
「経余居」の3字が刻されているのでこの名が
ある。因みに,経余居は程街道の堂号である。
???????????????????
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??????????????
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図書館の活動(56.7.1 12.15)
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? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ??????
7. 1　第22回図書館委員会
7. 6　　第2回近親北部地区国立大学図書館機械化ネットワーク協議会開発委員会(滋賀医大)
7. 29　　第23回図書館委員会
8. 6-26　昭和56年度大学図書館職員長期研修(図書館情報大学)
8.19-20　第16回医学図書館研究集会(順天堂大学)
9. 7　　第24回図書館委員会
9. 9　　第52回近親地区国公立大学図書館協議会(大外大)
9. 10　　「滋賀医大学古書目録」刊行
9. 28　　第25回図書館委員会
9. 30　　第26回図書館委員会(持回り)
10. 6　　第3回近畿北部地区国立大学図書館機械化ネットワーク協議会開発委員会(奈良女子大)
10. 9　　第24回近親地区医学図書館協議会例会(兵庫医大)
10. 12　　第27回図書館委員会
10.12-16　第27回近世史資料講習会(国文学研究資料館)
10.2748　第52回日本医学図書館協会総会(日本医大)
ll. 18　　第28回図書館委員会
ll. 20　　近畿地区国公立大学図書館協議会;図書館施設に関する研究集会(大阪工大)
12. 7　　第4回近畿北部地区国立大学図書館機械化ネットワーク協議会開発委員会(京都教育大)
12. 15　　近親地区国公立大学図書館協議会;主題別(自然科学)研究集会(京大数解研)
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